
仙
台
会
場
で
は
、
ま
ず
仙

台
工
務
協
議
会
佐
藤
議
長
か

ら
「
保
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
最

適
化
の
検
証
」
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
た
。
佐
藤
氏
は
、

「
こ
の
施
策
は
変
革
２
０
２

７
に
向
け
た
各
部
門
で
の
相

次
ぐ
大
合
理
化
の
先
陣
を
切
っ

て
実
施
さ
れ
た
施
策
で
あ
り
、

そ
の
三
本
柱
は
、
①
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
装
置
に
よ
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
②
閑
散
線
区
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
見
直
し
、
③
技

術
支
援
で
あ
る
が
、
提
案
自

体
が
夢
物
語
の
よ
う
で
具
体

性
が
な
い
」
と
し
、
議
論
が

深
ま
ら
ず
疑
問
点
が
明
ら
か

に
な
ら
な
い
交
渉
で
あ
っ
た

と
感
想
を
述
べ
た
。
そ
の
上

で
自
身
の
所
属
す
る
山
形
エ

リ
ア
の
実
態
を
交
え
報
告
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
佐
藤
氏
は
、
様
々

な
問
題
点
を
述
べ
た
が
、

「
18
年
7
月
以
降
、
認
定
線

区
（
当
初
閑
散
線
区
。
違
和

感
が
出
さ
れ
後
に
修
正
さ
れ

た
）
の
著
大
値
が
多
発
。
特

に
仙
山
線
で
の
著
大
軌
道
変

位
で
は
2
月
に
検
測
車
で
発

見
さ
れ
、
3
月
に
は
同
箇
所

で
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
脱
線
し

た
。
こ
の
箇
所
で
万
一
営
業

車
が
脱
線
す
る
と
谷
底
に
転

落
の
恐
れ
も
あ
り
、
モ
ー
タ
ー

カ
ー
の
脱
線
で
済
ん
だ
の
は

不
幸
中
の
幸
い
」
と
し
、
命

に
関
わ
る
重
大
事
故
発
生
の

危
険
性
を
指
摘
し
、
「
鉄
道

の
安
全
性
は
大
丈
夫
か
、
危

機
感
を
覚
え
る
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

続
い
て
運
輸
協
議
会
か
ら

山
田
氏
（
岩
沼
駅
連
合
）
が

こ
の
間
進
め
ら
れ
て
き
た
駅

業
務
の
委
託
と
無
人
化
の
問

題
点
を
報
告
し
た
。
山
田
氏

は
、
「
仙
台
支
社
で
は
、
4

月
現
在
で
、
駅
総
数
２
９
０

駅
、
Ｊ
Ｒ
本
体
駅
は
27
駅
、

業
務
委
託
駅
81
駅
、
簡
易
委

託
駅
20
駅
、
無
人
駅
は
１
６

２
駅
に
も
上
る
」
と
し
た
上

で
、
「
会
社
は
当
初
駅
の
業

務
委
託
は
シ
ニ
ア
社
員
の
雇

用
の
場
の
確
保
と
嘯
い
て
き

た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
有
人

化
や
複
数
体
制
に
す
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
反
対
し
て
き

た
。
現
在
は
利
用
者
・
売
上

の
減
少
を
理
由
に
し
て
き
て

い
る
。
し
か
し
駅
の
任
務
は
、

駅
周
辺
地
域
の
活
性
化
、
事

故
対
応
や
駅
員
が
居
る
こ
と

に
よ
る
様
々
な
抑
止
力
に
も

な
っ
て
い
る
。
体
に
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
方
や
お
年
寄
り
や
子

供
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て

も
ら
う
役
割
が
あ
る
。
会
社

は
地
域
と
共
に
発
展
し
、
地

域
と
密
接
に
‥
と
言
う
が
結

局
は
地
域
の
切
り
捨
て
で
し

か
な
い
。
地
域
住
民
や
利
用

者
に
実
態
を
知
ら
せ
、
自
治

体
へ
の
要
請
等
も
取
組
み
安

全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

鉄
道
を
目
指
し
て
闘
っ
て
い

こ
う
」
と
纏
め
た
。

去
年
に
続
き
、
今
年
も
多

く
の
職
場
で
職
場
過
半
数
代

表
者
（
以
下
過
半
数
代
表
者
）

を
選
出
す
る
選
挙
が
実
施
さ

れ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
過
半
数

代
表
者
は
36
協
定
の
締
結
権

を
始
め
、
会
社
は
就
業
規
則

の
作
成
や
変
更
時
に
は
意
見

す
る
権
限
を
持
つ
な
ど
大
変

重
要
な
位
置
に
あ
る
。

今
年
も
多
く
の
職
場
で
組

合
員
が
立
候
補
し
、
地
方
本

部
内
で
は
3
職
場
で
過
半
数

代
表
者
に
選
出
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
本
体
で
は
松
島
海
岸

駅
が
過
半
数
代
表
者
に
組
合

員
が
選
出
さ
れ
、
ま
た
Ｊ
Ｒ

の
関
連
会
社
等
で
は
、
Ｊ
Ｒ

Ｔ
Ｍ
新
幹
線
事
業
所
と
ス
ワ

ロ
ー
ツ
ア
ー
古
川
事
業
所
で

そ
れ
ぞ
れ
エ
ル
ダ
ー
組
合
員

が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
体
・
協
力
会
社

等
で
の
選
挙
で
も
、
殆
ど
の

職
場
で
組
織
数
を
上
回
る
得

票
を
得
る
な
ど
、
国
労
へ
の

期
待
感
を
示
し
て
い
る
と
言

え
る
。

一
方
で
選
挙
の
公
平
性
や

秘
密
性
の
保
護
の
視
点
か
ら

は
、
昨
年
か
ら
一
部
改
善
の

あ
っ
た
職
場
（
Ｐ
Ｃ
を
使
用

し
た
ウ
ェ
ブ
投
票
か
ら
紙
投

票
へ
の
切
替
＝
仙
台
・
郡
山

信
通
技
セ
）
も
あ
る
が
、
切

替
を
訴
え
て
も
応
じ
な
い
職

場
、
ま
た
投
票
用
紙
に
ナ
ン

バ
リ
ン
グ
が
さ
れ
て
い
る
職

場
や
投
票
用
紙
に
氏
名
押
印

を
強
要
さ
れ
「
誰
が
誰
に
投

票
し
た
か
」
を
「
ガ
ラ
ス
張

り
」
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
不

利
益
扱
い
を
恐
れ
て
意
中
の

立
候
補
者
と
は
別
の
候
補
者

に
投
票
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
地
方
本
部
は
今
回
の
投

票
結
果
を
踏
ま
え
て
会
社
に

問
題
点
の
改
善
を
迫
る
取
組

み
を
進
め
て
い
く
。

【
昌
】
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3
・
27

バ
ス
東
北
賃
金
・
夏
季
ダ
イ
ヤ
交
渉

4
・
6

支
部
・
分
会
代
表
者
会
議

4
・
9

第
9
回
地
方
執
行
委
員
会

4
・
14-

15

福
祉
問
題
学
習
会
・
慰
労
会

4
・
20

安
プ
ロ
・
支
部
業
長
合
同
会
議

4
・
21

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

4
・
25

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会
（
宮
城
・
福
島
）

4
・
26

各
支
部
調
査
部
長
会
議

5
・
13

第
10
回
地
方
執
行
委
員
会

5
・
18

19
春
闘
中
間
総
括
会
議
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地
方
本
部
は
4
月
25
日
、
仙
台
市
宮
城
野
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
と
郡
山
市
ビ
ッ
ク
ア
イ
に

お
い
て
、
「
安
全
問
題
を
検
証
す
る
日
」
と
し
て
集
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
間
、
地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
略
称
安
プ
ロ
）
で
は
、
仙
台
支
社
内
で
の

特
徴
的
な
事
故
や
事
象
を
テ
ー
マ
に
し
、
専
門
分
野
の
組
合
員
が
報
告
を
行
う
ス
タ
イ
ル
で
こ

の
会
議
を
実
施
し
て
き
た
。
今
回
は
、
地
本
運
輸
・
工
務
・
電
気
の
各
協
議
会
か
ら
こ
の
間
の

会
社
施
策
に
つ
い
て
の
検
証
と
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
学
習
と
討
論
を
行
っ
た
。

最
後
に
電
気
協
議
会
か
ら

立
山
新
幹
線
分
科
長
が
電
気

部
門
の
変
革
２
０
２
２
の
問

題
点
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

立
山
氏
は
「
こ
の
施
策
は

変
革
２
０
２
７
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
電
気
部
門
と
し
て
具
現
す

る
内
容
だ
が
『
究
極
の
安
全
・

お
客
様
と
地
域
に
対
す
る
信

頼
を
更
に
高
め
る
』
に
対
し

逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

批
判
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
こ

の
数
年
、
設
備
管
理
を
起
因

と
す
る
設
備
事
故
（
大
規
模

輸
送
障
害
）
や
感
電
事
故
が

連
続
し
、
富
田
前
社
長
が
緊

急
事
態
宣
言
を
出
し
、
設
備

デ
ー
タ
の
精
度
を
5
年
計
画

で
向
上
さ
せ
る
と
命
令
を
出

し
た
。
し
か
し
現
場
で
は
２

０
０
１
年
に
実
施
さ
れ
た
人

減
ら
し
大
合
理
化
施
策
に
よ

り
、
日
々
の
監
督
業
務
や
繰

り
返
さ
れ
る
事
故
対
応
で
設

備
管
理
に
費
や
す
時
間
的
余

裕
が
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
こ

を
解
決
す
る
視
点
が
欠
落
し

て
い
る
。
今
回
の
施
策
で
は
、

直
轄
設
備
の
外
注
委
託
を
伴
っ

た
職
場
の
統
廃
合
に
よ
り
、

通
常
の
保
全
業
務
だ
け
で
な

く
、
輸
送
障
害
時
の
足
ロ
ス

が
大
幅
に
増
大
し
利
用
者
へ

の
信
頼
を
失
う
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
ま
た
設
備
デ
ー
タ

の
精
度
向
上
に
掛
け
る
時
間

が
失
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
事

故
の
芽
は
益
々
多
く
な
り
、

結
果
と
し
て
変
革
２
０
２
７

の
ビ
ジ
ョ
ン
『
究
極
の
安
全
』

と
反
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
提
案
は
人
員
削
減

が
当
然
入
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ

の
営
利
追
求
の
一
環
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
結
論
を

出
し
た
。

【
昌
】



地
方
本
部
は
4
月
14
日
～

15
日
、
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘

に
お
い
て
、
「
福
祉
問
題
学

習
会
及
び
慰
労
会
」
を
開
催

し
、
19
年
度
及
び
20
年
度
に

退
職
さ
れ
る
予
定
の
組
合
員

の
う
ち
、
36
人
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
国
労
東
日
本

本
部
大
沼
委
員
長
か
ら
、

「
エ
ル
ダ
ー
社
員
・
嘱
託
社

員
の
諸
制
度
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
さ
れ
、
続
い
て
千
葉

組
織
部
長
か
ら
は
、
エ
ル
ダ
ー
・

嘱
託
社
員
の
組
合
員
継
続
加

入
の
お
願
い
が
あ
り
、
東
北

労
金
か
ら
は
今
後
の
年
金
に

つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
交
運
共
済
、
鉄
道
退

職
者
の
会
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

加
入
の
案
内
が
さ
れ
、
最
後

に
一
般
財
団
法
人
国
鉄
労
働

会
館
仙
台
地
方
部
の
取
り
組

と
し
て
、
「
JR
年
金
制
度
の

問
題
点
と
今
後
の
取
組
み
」

と
題
し
た
講
演
が
橋
本
昭
二

氏
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

場
所
を
変
え
て
の
慰
労
会

で
は
、
40
余
年
に
亘
る
鉄
道

人
生
で
苦
楽
を
共
に
し
た
仲

間
と
の
語
ら
い
に
花
を
咲
か

せ
、
ま
た
自
慢
の
喉
を
披
露

す
る
組
合
員
に
は
場
を
大
き

く
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

長
い
間
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
ま
た
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願

い
致
し
ま
す
と
共
に
、
よ
り

一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

【
昌
】

※
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
西
條

利
昭

○
金
野

智

○
高
橋

博
之

○
鈴
木

徹

○
北
山

修
司

○
岩
崎

宏

○
冨
田

浩
幸

○
菅
野

弘
幸

○
増
井

富
夫

○
歌
川

広

○
坂
内

英
一

○
野
中

裕
治

○
山
本

修
二

○
榎

知
平

○
佐
藤

淳

○
齋
藤

祐
一

○
秋
山

正
浩

○
伊
藤

稔

○
丹
治

君
夫

○
小
野
山
富
紀

○
奥
田

信

○
山
村

浩

○
山
本

善
昭

○
加
藤

幹
男

○
佐
藤
涼
一

○
金
野

順
行

○
加
藤

孝
一

○
石
塚

和
弘

○
小
松

好
美

○
柴
田

敬
明

○
原
田
好
太
郎

○
齋

正
文

○
横
田

英
才

○
横
山
健
治

○
庄
司

修

○
柳
田
敏
幸

仲
間
の
異
動

4
月
1
日
付

（
出
向
）

歌
川

弘
さ
ん

会
津
若
松
電
力
メ
セ

（
会
津
若
松
テ
ム
ズ
）

鈴
木

康
之
さ
ん

会
津
若
松
信
号
メ
セ

（
会
津
若
松
テ
ム
ズ
）

（
一
般
異
動
）

藤
田

香
さ
ん

テ
ク
ノ
小
牛
田

（
テ
ク
ノ
郡
山
）

八
木
沼

利
昭
さ
ん

米
沢
駅
（
福
島
駅
）

大
井

政
徳
さ
ん

福
島
駅
（
米
沢
駅
）

佐
藤

真
さ
ん

仙
台
電
力
技
セ

（
郡
山
電
力
技
セ
）
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退
職
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日
付

鈴
木

弘
文
さ
ん

仙
台
信
通
区

（
仙
台
テ
ム
ズ
）

伊
藤

明
さ
ん

仙
台
電
力
区

（
退
職
・
仙
台
テ
ム
ズ
）

南
部

正
美
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
東
洋
機
械
）

佐
藤
登
喜
雄
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
工
業
）

鈴
木

伸
治
さ
ん

仙
総
台
車

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

中
島

紀
夫
さ
ん

仙
総
車
体

（
工
機
整
備
）

白
鳥

勝
則
さ
ん

仙
台
駅
連
合

（
リ
ビ
ッ
ト
仙
台
駅
）

阿
部

清
美
さ
ん

仙
総
車
体

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

畠
山

浩
さ
ん

仙
総
運
転

（
退
職
）

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

3
月
31
日
付

梅
宮

繁
さ
ん

郡
山
設
備

（
テ
ム
ズ
若
松
）

佐
藤

廣
さ
ん

郡
工
車
体
科

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
郡
山
）

4
月
30
日
付

早
坂

斉
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
運
転
士
エ
ル
ダ
ー
）

増
井

富
夫
さ
ん

郡
山
設
備

（
ビ
ル
テ
ッ
ク
郡
山
）

卯
木

幸
一
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
事
務
エ
ル
ダ
ー
）

斎

正
文
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

渡
辺

一
広
さ
ん

仙
台
電
力
区

（
電
気
エ
ル
ダ
ー
）

高
橋

清
美
さ
ん

郡
山
設
備

（
電
気
エ
ル
ダ
ー
）

松
浦

正
広
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
小
牛
田
）

加
藤

宗
男
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

（
リ
ビ
ッ
ト
槻
木
）

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

4
月
30
日
付

佐
藤

幸
夫
さ
ん

貨
物
宮
城

（
仙
台
総
鉄
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

激動の人生を振り返るひと時

みんなは一人のために、一人はみんなのために


